
 

１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（東海第二（２０７）） 

２．日 時：平成２９年７月１０日 １０時００分～１２時２０分 

３．場 所：原子力規制庁 １８階Ａ会議室 

４．出席者 

原子力規制庁： 

（新基準適合性審査チーム） 

山口安全規制調査官、名倉安全管理調査官、津金管理官補佐、義崎管理官補

佐、正岡安全審査官、伊藤安全審査官、大塚安全審査官、角谷安全審査官、

田尻安全審査官、皆川安全審査官、宮本安全審査官、日南川安全審査官、吉

村安全審査官、穗藤保安規定係長、千明技術研究調査官、髙嶋原子力規制専

門員、竹内技術参与 

 

事業者： 

日本原子力発電株式会社：福山執行役員（発電管理室室長） （他１８名） 

 

５．要旨 

（１）日本原子力発電株式会社から、東海第二発電所の実用発電用原子炉及びその付

属施設の位置、構造及び設備の基準に関する規則等の審査基準への適合性につ

いて、申請概要に関する資料が提出され、説明がなされた。これに対し、原子

力規制庁から以下の点について指摘を行った。 

 

＜耐震設計＞ 

○ 策定した基準地震動に対する機器の耐震設計については、設置許可の段階

から成立性を検証することが重要であるため、評価結果を整理して提示す

ること。（設計基準対象施設、重大事故等対処施設いずれも） 

 

 ＜耐津波設計＞ 

○ 耐津波設計として地盤改良等の対策に対する液状化発生時の影響、波力に

対する盛土の効力等について整理して提示すること。 

〇 津波外郭防護として設けるＳＡ用海水ピットの浸水防止ふたの設計のう

ち、津波発生時の圧力上昇に対する水密ゴムの頑健性について、整理して

提示すること。 

 

＜原子炉容器下部の溶融炉心を冷却するための設備、水素爆発による原子炉格納容

器の破損を防止するための設備、計装設備＞ 

○ 原子炉容器下部の状況を検知するための水温計兼デブリ検知機、格納容器

内における水素爆発による破損防止のための水素濃度計、酸素濃度計及び、



 

その他計装設備について、実現可能性及び基準適合性について整理して提

示すること。 

 

 ＜最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備＞ 

○ 車載型熱交換器に対する規制要求についての考え方を整理して提示する

こと。 

 

（２）日本原子力発電から、本日の指摘等について了解した旨の回答があった。 

 

６．その他 

提出資料： 

・東海第二発電所新規制基準への適合性の概要 

・東海第二発電所重大事故等対処設備系統概要 

 


